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秋
田
大
学
は
、
資
源
分
野

に
お
い
て
１
０
０
年
の
歴
史
を

有
し
て
お
り
、
専
門
技
術
、
国

内
外
の
人
脈
の
蓄
積
を
礎
と

し
た
「
資
源
探
査
・
開
発
か
ら

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
」
を
国

内
で
唯
一
体
系
的
に
学
べ
る
基

盤
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

培
っ
て
き
た
資
源
学
教
育
に

加
え
て
、
新
た
な
国
益
を
生

み
出
す
機
能
を
強
化
す
べ
く
、

平
成
26
年
４
月
、
日
本
に
お
け

る
資
源
学
教
育
の
国
際
拠
点

と
な
る
「
国
際
資
源
学
部
」を

新
設
し
ま
す
。

　

国
際
資
源
学
部
で
は
、
世

界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究

者
や
技
術
者
を
結
集
し
、
国

内
外
の
主
要
大
学
や
企
業
、

諸
機
関
等
と
の
連
携
体
制
を

構
築
し
ま
す
。
ま
た
、
全
学
生

が
国
内
外
の
資
源
の
現
場
で

実
習
・
演
習
を
行
う
こ
と
を
重

視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成

し
、
実
践
的
か
つ
学
生
が
互
い

に
学
び
合
う
「
人
文
社
会
系
・

技
術
系
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
教
育
」

を
展
開
し
ま
す
。

　
「
日
本
や
世
界
の
資
源
政
策

を
担
い
折
衡
・
交
渉
が
で
き
る

人
材
」「
世
界
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
実
践
力
を
発
揮
で
き

る
技
術
人
材
」と
い
っ
た
文
理

双
方
の
グ
ロ
ー
バ
ル
資
源
人
材

の
養
成
を
実
現
し
ま
す
。
そ

し
て
、
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず

世
界
の
持
続
的
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

特　集国際資源学部  新設

グ
ロ
ー
バ
ル
資
源
人
材
を
養
成
す
る

「
国
際
資
源
学
部
」

2014.4
国際資源学部 新設

国際資源学部の特色
1. 資源のプロフェッショナルを育てる学部⇒日本初の資源学一貫教育

最先端の資源学を研究する教授陣から知識と技術を学ぶことにより、世界で活躍す
るための実力が養われます。

2. 広い視野の育成⇒文理融合カリキュラム
専門教育の一部はコースを横断して履修できるカリキュラムとなっており、文系理
系の枠を越えて資源学を修める上で共通に求められる知識・技術を修得することが
できます。世界の資源探査・開発動向を広い視野から見渡せる人材を育成します。

3. 海外が舞台⇒海外実習必修の教育制度
海外実習必修の教育制度を導入します。入学して3年後、確かな実力をつけて世界の
資源フィールド実習に全学生が出かけます。

4. 外国人教員や留学生とともに学ぶ⇒専門科目は全て英語で履修
1・2年次に「I-EAP」という英語特別教育で基礎力を養い、その後のディスカッション演
習、ディベート演習によって、実際に英語で議論ができるようになることを目標に学習
を進めていきます。2年次以降の専門科目は全て英語で履修します。入学試験には留
学生募集枠も設定しており、世界を舞台にした学びをより積極的に行うことができます。

資
源
小
国
の
日
本
が
、製
造
業
の
分
野
で
こ
れ
か
ら
も
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
に
は
、鉱
物
資
源

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
安
定
的
確
保
が
欠
か
せ
な
い
の
が
現
状
で
す
。資
源
保
有
国
と
の
良
好
な

協
力
関
係
の
維
持
・構
築
、高
度
な
生
産
技
術
や
環
境
保
全
技
術
に
基
づ
く
開
発
途
上
国
で
の
資

源
開
発
支
援
は
日
本
の
持
続
的
な
経
済
発
展
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。国
際
資
源
学
部
が
育
成
す
る
”グ
ロ
ー
バ
ル
資
源
人
材

“。そ
の
活
躍
の
舞
台
は
世
界
中
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

特集

国際資源学部の概要

世界的資源戦略において、国際的企業・国際機関のあ
らゆるセクションで即戦力として活躍できる人材を
育成・輩出します。

MISSION

グローバル資源人材育成する
人材像

●資源学の知識・技術
●英語によるコミュニケーション力身に付ける力

最先端の
資源科学技術

国際舞台での
資源政策判断力

秋田大学 国際資源学部

●国内資源学教育の現状は、資源系学科の再編・縮小により資源分野を
網羅する一貫教育が困難な状況に

●海外に偏在する資源の獲得・開発や研究を担う国際感覚を持つ人材の
養成が急務

●1世紀にわたり資源学を牽引してきた秋田大学に国内外大学等の強み
を結集し、資源学教育研究拠点として日本・世界に貢献する学部へ

社会的課題とニーズ

国 際 資 源 学 科〈120名〉

世界的資源戦略において、国際的企業・国際機関のあらゆる
セクションで即戦力として活躍できる人材を養成・輩出する

国際分野において求められる『人文社会系・技術系パッケージ型
教育』を展開し、グローバル資源人材の養成を実現

資源国の法・経済制度や
国際法・各国政治制度の
知識習得

世界を対象とした資源分
布予測手法の体得

激化する資源獲得競争を
勝ち抜く資源開発技術

国際情勢・資源経済・鉱業
法等の資源政策の理解 新たな鉱山資源の探求 資源生産の最適な手法

の検討

資源開発地域固有の歴
史、文化、宗教の理解

最先端地球科学からの地
球史解析

資源循環型社会の形成
に寄与するリサイクル・精
錬技術

異なる文化の橋渡し「文
化間ミディエーション」能
力の知識と技術

資源生成システムの解明 鉱山における環境保全技
術

資源政策
コース
〈30名〉

資源開発
環境コース

〈50名〉

資源地球
科学コース

〈35名〉

コース共通留学生枠〈5名〉

グローバル化に対応した総合的な英語力
広い視野に立って自らの考えを発信できるコミュニケーション能力
社会の変化や多様性に柔軟に対応できる豊かな人間性
国際資源戦略を担うための人文社会的基礎知識
資源地質・鉱床解析に関する基礎知識
資源開発と環境対策に関する基礎知識

共 通 教 育

専 門 教 育

共同
連携
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特　集 国際資源学部  新設

受
験
生
の
皆
さ
ん
へ

国
際
資
源
学
部
就
任
予
定
の
教
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

専門科目は全て英語で履修
世界で活躍するために、英語力は必須です。国際資源
学部では、1・2年次に「I-EAP」という特別なカリキュラ
ムで集中的に英語を学びます。また、ディスカッション
演習、ディベート演習によって、実際に英語で議論がで
きるようになることを目標に学習を進めていきます。こ
うした実践的な英語学習を経て、専門科目の講義は全
て英語で行います。語学力の面でも、国際的な最前線
で戦える力を身に付けることができるカリキュラムを
用意しています。

文理融合カリキュラム
海外で資源の開発を行う上で、その国の政治・経済状
況、文化や宗教観を知っておくことは、極めて重要な
意味を持っています。また、資源を扱うには、文化だけ
でなく、その国特有の事情や関連する法律についても
知らなくてはなりません。専門科目の一部はコースを
横断して履修できるカリキュラムとなっており、文系理
系の枠を越えて資源学を修める上で共通に求められる
知識・技術を修得することができます。企業が海外での
資源戦略を展開する上では、文系の人間と技術系の人
間の両方が必要になり、資源開発において文理両方の
視点は必須となります。

海外実習必修の教育制度
3年次の後半に、全学生が海外資源フィールドワーク
に参加します。国際資源学部を設立するにあたって、
国内の大学や企業はもちろん、海外の大学や企業か
らもご協力をいただき、国際資源学部の120名全員
が海外で1カ月程度のフィールドワークを体験できる
ネットワークを用意しています。候補地としては、ヨー
ロッパや北米、モンゴルやインドネシアなど、世界各地
の鉱床などがあります。運営されている鉱床そのもの
を見たり、それに附属する研究施設を見学したりして、
実際に稼働している資源開発の現場に入ることで、こ
れから自分の取り組む研究のテーマを体験します。

国際資源学部は3つのコースがあります。
国際資源学部は、「日本や世界の資源政策を担い折衝・交渉ができる人材」

「世界をフィールドとして実践力を発揮できる技術人材」といった文理双方のグ
ローバル資源人材の養成を実現するため、３つのコースを設けます。

あなたの興味・関心があるのはどのコース?
あなたが今までに関心をもったことは何ですか？ 関心のあるキーワードを
見つけて、あなたの学問の扉をひらきましょう!

カリキュラムの特色

資源政策コース 資源地球
科学コース

資源開発
環境コース

資源地域の文化や情勢を
理解し、責任ある資源開
発を広く深く考察する素
養を養い、現代の産業と
社会生活を支え未来を創
る資源・エネルギー戦略
を担う人材を養成します。

世界を対象にした資源
分野分布の予測と新た
な地球資源の可能性を
探求する最先端地球科
学分野の技術者・研究者
を養成します。

限りある地球資源を持
続的かつ有効に活用す
るため、地球環境に配慮
した資源開発と資源循
環型社会の形成に寄与
できる技術者・研究者を
養成します。

〈主な学習内容〉
■資源開発関連の
　法制度や政治制度
■資源政策
■資源開発地域の
　歴史、文化、宗教
■ 文化間ミディエーション

〈主な学習内容〉
■資源分布の予測
■鉱山資源の探求
■最先端地球科学
　からの地球史解析
■資源生成システムの
　解明

〈主な学習内容〉
■資源開発技術
■資源生産の最適手法
■リサイクル・
　製錬技術
■鉱山における
　環境保全技術

コース 1年次 2年次 3年次 4年次

資
源
政
策

コ
ー
ス

〈教養教育科目〉
○初年次ゼミ
○主題別科目

現代社会
人間と文化
科学の探求
地域社会
技能の活用

○国際言語科目

○スポーツ文化科目

〈基礎教育科目〉
国際資源外交史
異文化コミュニケーション
資源開発と人権問題
基礎資源経済学
日本の国際協力
基礎数学
基礎物理学
基礎化学
基礎物理学実験
基礎化学実験

資
源
学
実
習
［
全
学
生
必
修
］

●資源政策論
●国際法学　●交渉学
●石油資源論
●エネルギー地政学
●資源地域研究
●資源動向論
○地質図学  等

●国際情勢分析論
●鉱業法　●資源契約論
●資源環境経済学
●人的資源管理論
○資源開発生産論
○資源循環学
○リサイクルシステム学  等

海
外
資
源
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク［
全
学
生
必
修
］

卒
業
課
題
研
究

資
源
地
球
科
学

コ
ー
ス

●地史学
●石油地質学　●鉱物学
●金属鉱床学　●岩石学
○材料力学
○地球物理学
○資源処理工学  等

●構造地質学
●古環境解析学　●堆積学
●X線結晶学
●リモートセンシング地質学
●防災地質学
○物理探査学
○岩石力学  等

資
源
開
発
環
境

コ
ー
ス

●流体力学　●物理化学　
●石油工学　●工業製図
●粉体・界面工学
●分析化学
●地球化学
○金属鉱床学  等

●物理探査学
●資源探査学　●岩盤工学
●リサイクル・廃水処理工学
●資源開発生産論
●素材開発工学
●製錬プロセス工学
○資源環境経済学  等

○○○＝他コースの開講科目

〈学部共通科目〉 ●国際関係論概論 ●地球科学概論 ●資源地域社会学概論 ●資源地質学概論 ◎資源開発環境学概論　◎＝必修科目

海洋　恐竜　石油
火山　金　プレート
メタンハイドレート

地球が好き
鉱物や化石など

地学に興味がある

シェールオイル　地質
レアメタル　マグマ

リサイクル　熱
地中　省エネルギー

環境保全　環境

化学、物理が得意
資源開発や環境、リサイクルの

ことに興味がある

都市鉱山　岩盤　開発
土壌汚染　地下水

資源地球
科学コースへ

資源開発
環境コースへ

〈専門科目〉

I-EAP（集中大学英語）
「I-EAP」とは、Intensive-English for Academic 
Purposes の略。英語力を「読む（reading）」「聞く

（listening）」「書く（writing）」「話す（speaking）」
「プレゼンテーション（presentation）」の5つの技能
に区分し、8週間一区切りで個別技能の教育を行う集
中講座。授業は全て英語で行い、技能別に目的とクラ
スレベルに合った教材を担当教員が選定し、少人数
編成のクラスで基礎英語力を徹底的に鍛えます。

国際資源クリエイティブ演習
全学生必修の海外資源フィールドワーク

（鉱山・石油関連企業や商社・国際協力機
関等での4週間程度の実習）の目的を理
解し意義あるものにするため、事前・事後
学習を設けます。

ディスカッション演習
ディベート演習
プレゼンテーション技法
実際に英語で議論ができるようにな
ることを目標に学習を進めていきま
す。語学力の面でも、国際的な最前線
で戦える力を身に付けます。

資源を学ぶ上で基礎となる知
識を習得する。基礎

学部共通科目で学んだ資源の基礎的
知識を基盤として、各コースの専門
に関連する分野を発展的に理解する。

発展
海外における実践的な学びにより、世界の資源フィー
ルドで活躍するための広い視野を身に付ける。専門性
を高め、卒業課題研究で取り組むテーマを明確にする。

実践

宗教　アフリカ
コミュニケーション
政策　資源　経済学

世界のことを学びたい
国際関係や世界の地域・文化に

興味がある

グローバル化　東南アジア
砂漠　文化　国際社会

資源政策
コースへ

　

資
源
分
野
で
求
め
ら
れ

る
英
語
力
は
、単
に
英
語
が

話
せ
る
と
い
う
だ
け
の
力
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。相
手
国
の

宗
教
や
文
化
等
へ
の
深
い
理

解
を
持
ち
つ
つ
、資
源
獲
得

に
向
け
た
交
渉
を
行
い
、確

実
に
成
果
を
得
る
こ
と
の
で

き
る
英
語
力
で
す
。そ
う
し

た
英
語
力
を
獲
得
す
る
た

め
、１・２
年
次
に
集
中
大
学

英
語「
Ｉ

－

Ｅ
Ａ
Ｐ
」を
用
意
。

基
礎
を
徹
底
的
に
鍛
え
ま

す
。さ
ら
に
、２・
３
年
次
に

は
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
演

習
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
演
習
に
取

り
組
み
、交
渉
力
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。ぜ
ひ
、国
際
資

源
学
部
が
誇
る
英
語
教
育

で
世
界
と
渡
り
合
え
る
英
語

力
を
磨
い
て
く
だ
さ
い
。

 　

地
球
が
で
き
て
46
億
年

経
ち
ま
す
。こ
の
長
い
地
球

の
歴
史
は
、深
海
底
の
堆
積

物
や
あ
な
た
に
と
っ
て
も
身

近
な
山
の
中
な
ど
に
も
記
憶

さ
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、海

洋
の
堆
積
物
を
１
cm
毎
に

調
べ
れ
ば
、過
去
か
ら
現
在

ま
で
地
球
で
何
が
起
き
て

い
た
か
、細
か
く
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。こ
れ
は
非
常

に
楽
し
い
学
問
で
、サ
ン
プ

ル
を
手
に
し
た
瞬
間
に
、学

問
の
最
先
端
に
到
達
し
て
い

ま
す
。地
球
の
歴
史
を
身
近

に
感
じ
た
い
と
い
う
好
奇
心

い
っ
ぱ
い
の
あ
な
た
が
、私

た
ち
の
大
学
で
一
緒
に
学
ん

で
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、国
際
的
に
進

む
資
源
開
発
に
ど
の
よ
う

に
技
術
協
力
で
き
る
か
、グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
力

や
資
源
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
担
う
力
を
身
に
付
け

て
も
ら
う
た
め
の
教
育
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
で
私
自
身
は
、リ
サ

イ
ク
ル
や
鉱
物
資
源
を
い
か

に
効
率
よ
く
取
り
出
す
か

と
い
う
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
に
し
っ
か
り
と

夢
を
持
っ
て
学
び
、そ
し
て

大
学
で
自
由
に
そ
の
知
識

を
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

資
源
政
策
コ
ー
ス 

教
授

（
平
成
26
年
4
月

よ
り
着
任
予
定
）

宮
本  

律
子

資
源
地
球
科
学
コ
ー
ス 

教
授

（
平
成
26
年
4
月

よ
り
着
任
予
定
）

佐
藤  

時
幸

資
源
開
発
環
境
コ
ー
ス 

教
授

（
平
成
26
年
4
月

よ
り
着
任
予
定
）

柴
山
　
敦
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教
育
文
化
学
部
附
属
教
育
実
践
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

教
育
臨
床
研
究
部
門

准
教
授　

北
島  

正
人

K
ita

jim
a

 M
a

s
a

to

教
師
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト（
燃
え
尽

き
）に
関
し
て
心
理
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
用
い
た
リ
ス
ク
評
価
の
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。疾
患
や
問

題
行
動
に
至
る
前
の
状
態
を
正

確
に
捉
え
、そ
の
プ
ロ
セ
ス
ご
と

の
状
態
を
よ
り
明
確
に
し
て
い

く
と
い
う
点
で
は
ど
ち
ら
も
同

じ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

研
究
の
他
に
も
大
事
な
仕
事

が
２
つ
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、自

ら
の
臨
床
業
務
と
臨
床
心
理

士
の
養
成
教
育
で
す
。秋
田
に

来
て
か
ら
は
、医
療
機
関
以
外

に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し

て
教
育
の
現
場
に
、ま
た
同
じ

犯
罪
を
繰
り
返
す
累
犯
者
の

再
犯
防
止
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

講
師
と
し
て
刑
務
所
に
出
向
き
、

実
務
者
と
し
て
の
腕
を
磨
い
て

い
ま
す
。大
学
の
臨
床
心
理
相

談
室
で
は
、大
学
院
生
の
教
育

を
兼
ね
て
一
般
の
方
向
け
の
心

理
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
に
2
万
6
千
名
余
い
る

臨
床
心
理
士
が
秋
田
県
に
は

1
0
0
名
程
度
し
か
い
ま
せ
ん
。

か
つ
、大
学
院
の
心
理
教
育
実

践
専
修
は
秋
田
県
唯
一の
養
成

機
関
で
も
あ
り
ま
す
。臨
床
心

理
士
の
養
成
に
お
い
て
秋
田
大

学
は
非
常
に
重
要
な
立
場
に
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、学
生
に
は

我
々
教
員
の
研
究
と
臨
床
を
基

本
と
し
て
実
践
的
な
力
を
身
に

つ
け
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
、日
々
教
育
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
と
聞
く
と
、カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
や
心
理
検
査
と
いっ
た
臨

床
心
理
学
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー

ド
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。臨
床

心
理
学
は
、認
知
心
理
学
や
知

覚
心
理
学
、学
習
心
理
学
と
いっ

た
基
礎
心
理
学
を
基
盤
と
し
て
、

そ
れ
ら
を
人
の
心
理
的
健
康
の

維
持
･
増
進
に
用
い
る
応
用
心

理
学
の一
分
野
で
す
。こ
の
臨
床

心
理
学
を
実
践
す
る
専
門
職
と

し
て「
臨
床
心
理
士
」と
い
う
職

名
が
あ
り
ま
す
。臨
床
心
理
士

は
医
療
、教
育
、福
祉
、司
法
･

矯
正
機
関
と
いっ
た
色
々
な
領
域

で
活
動
し
、主
な
業
務
と
し
て

観
察
や
心
理
検
査
を
含
む「
心

理
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」、精
神
分
析

や
行
動
療
法
、一
般
的
な
心
理
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
を
含
む「
心

理
療
法
」、そ
し
て「
臨
床
心
理

学
的
地
域
援
助
」「
研
究
活
動
」

の
４
領
域
を
包
括
し
ま
す
。

　

私
は
秋
田
大
学
に
赴
任
す
る

以
前
、神
奈
川
県
内
の
２
つ
の
大

学
病
院
で
臨
床
心
理
士
と
し
て

主
に
臨
床
業
務
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。そ
こ
で
は
、避
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
テ
ー
マ
と
し
て
自

殺
予
防
に
関
心
を
置
い
て
き
ま

し
た
。最
近
は
自
殺
予
防
に
と
っ

て
自
殺
未
遂
者
の
支
援
が
非
常

に
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。未
遂
者

の
中
に
は
未
治
療
の
方
も
、す
で

に
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
を

持
っ
て
い
る
方
も
そ
れ
ぞ
れ
あ

る
程
度
の
割
合
で
含
ま
れ
ま
す
。

前
職
の
大
学
病
院
チ
ー
ム
と
協

同
し
、前
者
に
近
い
治
療
歴
の

浅
い
ケ
ー
ス
、後
者
に
近
い
一
定

以
上
の
治
療
歴
を
持
つ
ケ
ー
ス

の
双
方
を
対
象
に
、複
数
の
心

理
検
査
を
用
い
て
で
き
る
だ
け

細
か
く
自
殺
の
リ
ス
ク
評
価
を

行
う
こ
と
を
試
み
て
い
ま
す
。こ

れ
と
併
せ
て
、教
育
分
野
で
も

臨
床
心
理
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と

自
殺
リ
ス
ク
評
価

ゼミ風景

研究室の皆さんと
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秋
田
大
学
医
学
部
附
属
病

院
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
県
内

唯
一
の
大
学
病
院
で
あ
り
、
医

学
部
附
属
の
病
院
と
し
て
医
師
、

看
護
師
、助
産
師
、保
健
師
、理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
を
育

成
す
る
教
育
機
関
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
同
じ
く
県
内
唯
一の

特
定
機
能
病
院
と
し
て
、
高
度

医
療
の
提
供
、技
術
開
発・研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
度
医
療

を
支
え
、患
者
さ
ん
へ
最
善
の
医

療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
看

護
職
員
を
育
成
す
べ
く
、「
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」「
生
涯

学
習
単
位
認
定
制
度
」「
資
格

取
得
者
活
動
支
援
制
度
」を
柱

と
す
る
独
自
の
能
力
開
発
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

経
験
年
数
に
応
じ
て
期
待
す
る

看
護
実
践
能
力
や
職
業
人
と
し

て
の
役
割
に
よ
る
到
達
目
標
を

具
体
的
に
示
す
シ
ス
テ
ム

生
涯
学
習
単
位
認
定
制
度

研
修
受
講
、一般
免
許
な
ど
を
ポ

イ
ン
ト
化
し
て
個
々
が
自
己
の

学
習
成
果
を
形
と
し
て
認
識
で

き
る
制
度

資
格
取
得
者
活
動
支
援
制
度

自
ら
学
び
、
特
定
の
看
護
分
野

で
資
格
を
取
得
し
て
い
る
人
材

を
登
録
し
、
そ
の
資
格
を
院
内

で
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
支

援
す
る
制
度

　

こ
れ
ら
の
能
力
開
発
シ
ス
テ
ム

は
、
平
成
16
年
３
月
に
開
催
さ

れ
た
厚
生
労
働
省
・
新
人
看
護

職
員
の
臨
床
実
践
能
力
の
向
上

に
関
す
る
検
討
会
の
報
告
書
に

示
さ
れ
た
臨
床
看
護
実
践
の
３

つ
の
構
造
で
あ
る「
看
護
職
員

と
し
て
必
要
な
基
本
姿
勢
と
態

度
」「
技
術
的
側
面
」「
管
理
的

側
面
」を
基
本
と
し
、
そ
れ
ら

を
さ
ら
に
掘
り
さ
げ
、バ
ラ
ン
ス

の
良
い
人
材
育
成
を
す
る
こ
と

で
患
者
さ
ん
に
安
心
・
安
全
な

医
学
部
附
属
病
院
看
護
部
／

看
護
部
長（
兼
）副
病
院
長

高
島  

幹
子

Ta
k

a
sh

im
a

 M
ik

ik
o

安
心
・
安
全
な
医
療
を
提
供

心
の
通
っ
た
ケ
ア
の
実
践
を
目
指
し
て

医
療
を
提
供
す
る

と
共
に
、
心
の
通
っ

た
ケ
ア
が
実
践
で

き
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
チ
ー
ム

医
療
が
推
進
さ
れ

て
い
る
中
で
、
看

護
と
い
う
仕
事
は

あ
ら
ゆ
る
場
面

で
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
院
で
は
、

患
者
さ
ん
へ
の一
般

的
な
看
護
に
加
え

て
、
専
門
的
知
識

や
技
術
を
深
め
た

認
定
看
護
師
に
よ

る
組
織
横
断
的

な
活
動
も
積
極
的

に
拡
大
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
秋
田

市
で
、
昭
和
47
年
４
月
に
県
立

衛
生
看
護
学
院
看
護
科
が
国
に

移
管
さ
れ
、
秋
田
大
学
医
学
部

附
属
看
護
学
校
と
な
っ
た
年
に

入
学
し
、
卒
業
後
は
ず
っ
と
当

院
で
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。
平

成
10
年
に
看
護
師
長
と
な
り
、

平
成
19
年
か
ら
看
護
部
長
を
務

め
、
今
年
で
７
年
目
に
入
り
ま

し
た
。
約
15
年
間
、
看
護
の
実

務
よ
り
も
看
護
管
理
を
中
心
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
ん
な
私
が
現
在
は
仕

事
の
傍
ら
自
宅
で
母
の
介
護
を

し
て
い
ま
す
。
看
護
技
術
は
お

ぼ
つ
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
数
分
ご
と
に
同
じ
こ
と

を
質
問
す
る
母
に
対
し
て
、
た

だ
の
一
度
も
「
さ
っ
き
も
聞
い
た

わ
よ
」と
言
っ
た
こ
と
が
な
い
自

分
に
少
し
だ
け
胸
を
張
れ
る
思

い
が
あ
り
、
公
私
と
も
に
し
み

じ
み「
看
護
師
で
良
か
っ
た
」と

思
う
毎
日
で
す
。

看護部の皆さん（左から、鈴木副看護部長、大塚副看護部長、高島看護部長、白川副看護部長、藤田副看護部長）
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２
．な
ぜ
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ

イ
ン
？

　

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
社
会
を
築

く
た
め
に
、
多
方
面
の
分
野
か
ら

の
様
々
な
研
究
が
必
要
で
す
。
壊

れ
て
し
ま
っ
た
環
境
を
修
復
す
る

技
術
、人
々
の
健
康
を
守
る
技
術
、

よ
り
多
く
の
資
源
を
獲
得
す
る

技
術
…
。
そ
の
中
で
、ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
は
「
も
の
づ
く

り
」に
着
目
し
て
い
ま
す
。
現
代

社
会
は
人
工
物（
機
械
、
建
築
物
、

衣
服
な
ど
）で
構
築
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
な
し
で
は
私
た
ち
の
生
活

は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

な「
人
工
物
＝
も
の
」を
ど
う
や
っ

て
設
計
し
、
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
を
使
い
、
ど
の
よ
う
に
作

り
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
使
う
か
、

を
考
え
る
こ
と
は
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ

ル
な
社
会
の
構
築
の
た
め
に
必
要

不
可
欠
で
す
。

３
．な
ぜ
秋
田
？

　

秋
田
大
学
は
資
源
科
学
分
野

の
大
き
な
蓄
積
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な

社
会
の
た
め
に

　

皆
さ
ん
は「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

デ
ザ
イ
ン
」と
い
う
言
葉
に
あ
ま

り
な
じ
み
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
24
年
４
月
に
開
設
し
た
新

し
い
専
攻
の
名
前
で
す
。
意
味

は
、製
品
の一生
、つ
ま
り
原
材
料

の
採
掘
か
ら
素
材
の
製
造
、
製
品

の
製
造
、
使
用
、
廃
棄（
ま
た
は

リ
サ
イ
ク
ル
、
リ
ユ
ー
ス
）ま
で
全

て
を
見
通
し
て
、「
環
境
に
や
さ

し
い
製
品
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」

「
環
境
に
や
さ
し
い
使
い
方
を
し

ま
し
ょ
う
」と
い
う
考
え
方
で
す
。

秋
田
県
立
大
学
と
共
同
し
て
設

立
し
た
専
攻
で
、ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
デ
ザ
イ
ン
に
特
化
し
た
大
学
院

の
専
攻
は
日
本
で
初
め
て
と
言
っ

て
良
い
で
し
ょ
う
。
私
は
こ
の
専

攻
の
設
立
と
同
時
に
、
産
業
技

術
総
合
研
究
所
と
い
う
国
立
の

機
関
か
ら
異
動
し
て
来
ま
し
た
。

研
究
室
で
は
、
部
品
リ
ユ
ー
ス
や

小
型
電
気
電
子
製
品
に
適
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
セ
ス
、
資
源
効

率
の
評
価
法
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
含

む
使
用
済
み
製
品
の
流
れ
の
分

析
、
風
力
発
電
の
よ
り
良
い
導
入

を
目
指
し
た
住
民
意
識
の
調
査

な
ど
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

１
．サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
っ
て
何
だ
？

　

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
、
最
近
良
く

聞
く
言
葉
で
す
。
日
本
語
で
は

「
持
続
可
能
な
」と
訳
し
、
地
球

の
環
境
を
守
り
な
が
ら
豊
か
な

生
活
を
継
続
的
に
営
む
こ
と
の

で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。
地
球
の
人
口
は
ど
ん
ど
ん

増
え
て
い
ま
す
。
今
ま
で
あ
ま
り

資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い

な
か
っ
た
国
の
人
々
も
、
便
利
で

快
適
な
生
活
を
求
め
て
い
て
、
現

在
の
生
活
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
だ

け
で
も
大
変
な
努
力
と
技
術
が

必
要
な
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
努

力
を
行
い
な
が
ら
、
私
た
ち
が
健

康
で
快
適
、か
つ
便
利
な
生
活
を

維
持
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

大
学
院
工
学
資
源
学
研
究
科
／

共
同
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
工
学
専
攻

教
授　

三
島　

望

M
ish

im
a

 N
o

zo
m

u

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
セ
ス
技
術
に
お

け
る
日
本
の
中
心
地
の一つ
で
す
。

そ
の
分
野
の
教
員
と
協
力
し
な

が
ら
、「
設
計
」と
い
う
観
点
か
ら

環
境
に
や
さ
し
い
も
の
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
で
様
々
な
興
味

深
い
研
究
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、希
少
元
素
の
回

収
効
率
、
分
離
効
率
ま
で
を
考

慮
し
た
製
品
設
計
、
製
品
の
資

源
効
率
評
価
の
た
め
の
新
し
い
指

標
の
提
案
、よ
り
多
く
の
使
用
済

み
製
品
を
回
収
す
る
た
め
の
社

会
シ
ス
テ
ム
提
案
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
学

部
再
編
に
よ
り
理
工
学
部
の
シ

ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
創
造
生

産
工
学
コ
ー
ス
と
な
る
予
定
で
す
。

所
属
は
変
わ
って
も
今
ま
で
と
同

じ
よ
う
に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全

体
を
考
慮
し
た
創
造
的
も
の
づ

く
り
の
実
現
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

使用済み電子機器の回路基板

分解実験の様子
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皆
さ
ん
は
秋
田
大
学
写
真

部
を
ご
存
知
で
す
か
？
毎
年

2
回
、秋
田
大
学
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
る
写
真
展
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
。写
真
展
で

は
、大
き
な
テ
ー
マ
を

設
定
し
た「
企
画
展
」と
、

テ
ー
マ
を
設
定
し
な
い

「
自
由
展
」を
開
催
し
て

お
り
、多
く
の
人
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

写
真
部
に
は
学
部

１
年
次
か
ら
大
学
院
生

ま
で
30
名
ほ
ど
が
所
属

し
て
い
ま
す
。部
長
を

務
め
る
の
は
教
育
文
化

学
部
2
年
の
鎌
田
さ

ん
。強
制
す
る
の
で
は

な
く
、部
員
そ
れ
ぞ
れ

の「
写
真
を
撮
り
た
い
」

と
い
う
意
思
を
尊
重
し

て
い
ま
す
。写
真
部
員

は
カ
メ
ラ
を
全
員
所
有

し
て
い
る
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、実
は
個
人

で
持
っ
て
い
な
い
学
生

も
い
ま
す
。ま
た
、週
１

回
行
わ
れ
る
部
会
で
は
、

上
級
生
や
役
職
の
あ
る

学
生
だ
け
で
な
く
、そ

れ
ぞ
れ
が
気
兼
ね
な
く

意
見
を
言
え
る
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が
あ

り
ま
す
。

　

写
真
を
上
手
に
撮
る

コ
ツ
を
聞
い
て
み
る
と
、鎌
田

さ
ん
は「
高
価
で
な
い
カ
メ

ラ
で
も
、シ
ー
ン
モ
ー
ド
な
ど

を
利
用
し
て
み
る
と
良
い
と

思
い
ま
す
。露
出
を
高
め
て

光
を
多
く
取
り
入
れ
る
な
ど
、

被
写
体
に
合
わ
せ
て
設
定

を
調
節
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
」と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
自
由

に
参
加
し
て
い
る
写
真
部
。

「
今
後
は
学
外
の
コ
ン
ク
ー
ル

に
も
よ
り
積
極
的
に
参
加
し
、

学
内
の
写
真
展
も
回
数
を
増

や
し
て
い
き
た
い
」と
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

秋
田
大
学
報
道
局（
A
U
P
）

 

濱
田

c l u b  a c t i v i t i e s

秋田大学写真部

　
「
一
目
惚
れ
」と
い
う
言
葉

も
あ
る
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、

初
対
面
、そ
し
て
第
一
印
象

と
い
う
の
は
大
切
な
も
の
で

す
。わ
ず
か
な
間
で「
方
向
」

が
定
ま
り
、そ
の
後
の
会
話

が
弾
ん
だ
り
、逆
に
沈
ん
だ

り
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。な
ん
と
な
く
、分
か
り

ま
す
よ
ね
。

　

文
章
も
同
じ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。書
き
出
し
の
数
行
の

印
象
が
、読
む
気
に
さ
せ
る

か
ど
う
か
を
決
め
て
し
ま
う

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
一
度
に
大
量
の
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
や
小
論
文
を
読

ん
で
い
る
時
に
は
、入
り
口

で
つ
ま
ず
い
て
し
ま
っ
た
文

章
を
読
み
続
け
る
の
は
、想

像
以
上
に「
根
性
」が
い
る
も

の
で
す
。

　

個
人
的
な
見
解
で
す
が
、

例
を
挙
げ
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

例
え
ば【
あ
な
た
の
趣
味

は
な
ん
で
す
か
？
】と
い
う

設
問
で
、回
答
者
の
趣
味
が

読
書
だ
と
し
ま
す
。

　

こ
こ
に【
私
の
趣
味
は
、読

書
で
す
…
】と
書
き
出
さ
れ

て
し
ま
う
と
、私
と
し
て
は

ち
ょ
っ
と
残
念
な
気
持
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
① 

あ
な
た
の
→
私
の

　
② 

趣
味
は
→
趣
味
は

　
③ 

何
で
す
か
→
読
書
で
す

　

上
段
が
質
問
、下
の
段
が

回
答
で
す
が
、少
な
く
と
も

①
と
②
の
記
載
は
不
要
で

す
よ
ね
。質
問
と
答
え
が
だ

ぶ
っ
て
い
る
た
め
に
、文
字

（
回
答
ス
ペ
ー
ス
）を
無
駄
に

し
て
、そ
の
結
果
、文
章
の
緊

張
感
を
失
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、ど
ん
な
書
き
出
し

が
可
能
で
し
ょ
う
か
。あ
く

ま
で
も
例
で
す
が
、作
文
を

試
み
て
み
ま
す
。

　【
本
を
読
む
こ
と
が
生
活

の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

歴
史
を
ひ
も
と
い
た
り
、ミ

ス
テ
リ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
。

ペ
ー
ジ
を
開
く
だ
け
で
違
う

世
界
に
つ
な
が
る
読
書
が
、

自
分
に
と
っ
て
大
切
な
時
間

で
す
】

　【
ネ
ッ
ト
も
楽
し
み
ま
す

が
、本
を
広
げ
、印
刷
さ
れ
た

活
字
を
読
む
こ
と
に
心
地
良

さ
を
感
じ
ま
す
…
】

　

私
が
面
接
官
だ
っ
た
ら
、

こ
ん
な
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

を
読
ん
だ
ら
わ
く
わ
く
し
て

し
ま
い
ま
す
。な
ぜ
か
。「
趣

味
は
？
」と
問
わ
れ
る
と
、読

書（
ぐ
ら
い
）し
か
思
い
つ
か

な
い
残
念
な
五
十
歳
。こ
れ

が
私
だ
か
ら
で
す
。

　

さ
て
、文
章
は「
書
き
出
し

が
勝
負
」と
い
う
こ
と
は
、前

期
に
担
当
し
た
日
本
語
リ
テ

ラ
シ
ー
と
い
う
講
義
で
も
お

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
時
間
で
八
百
字
の
小
論

文
テ
ス
ト
。い
き
な
り
書
き

始
め
る
の
で
は
な
く
、最
初

の
十
分
間
は
目
を
閉
じ
て
、

小
論
文
の
課
題
が
何
を
問
う

て
い
る
の
か
を
考
え
る
。

　

そ
し
て
、書
き
出
し
。で
き

れ
ば
、経
験
に
基
づ
い
た
場

面
が
欲
し
い
。一
行
二
十
文
字

の
、せ
い
ぜ
い
五
行
分
を
真

剣
に
考
え
る
。こ
こ
ま
で
に

三
十
分
使
っ
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。残
る
三
十
分
で
、き
っ

ち
り
と
つ
け
た
方
向
め
が
け
、

一
気
に
書
き
込
め
ば
い
い
。入

り
口
が
ぴ
し
っ
と
い
け
ば
、そ

の
後
は
勢
い
で
、気
が
つ
け

ば
原
稿
用
紙
も
終
盤
。そ
し

て
、ラ
ス
ト
三
～
五
行
で
着

地
。入
り
口
で
好
ス
タ
ー
ト

が
切
れ
れ
ば「
予
選
通
過
」は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

秋
田
大
学
国
際
課
長

（
元
朝
日
新
聞
記
者
）

高
橋  

康
弘

Column

文章力up

　

私
自
身
、今
回
の
能
代
宇
宙

イ
ベ
ン
ト（
以
下
、N
S
E
）は
２

回
目
の
参
加
で
し
た
。

　

N
S
E
に
初
め
て
参
加
し
た

昨
年
は
、目
の
前
の
こ
と
を
た
だ

が
む
し
ゃ
ら
に
こ
な
し
て
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。忙
し
さ
の
あ

ま
り
つ
ら
い
時
も
あ
り
ま
し
た

が
、楽
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

　

今
年
は
学
生
代
表
と
し
て
、昨

年
と
は
違
っ
た
目
線
で
イ
ベ
ン

ト
に
取
り
組
み
、良
い
経
験
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。よ
り
多

く
の
方
々
と
接
す
る
機
会
が
あ

り
、他
大
学
の
学
生
の
N
S
E

に
対
す
る
強
い
意
気
込
み
や
、能

代
市
民
の
方
の
応
援
の
も
と
で

N
S
E
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
を
直
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
未
熟
だ
な
と

感
じ
た
部
分
も
多
く
あ
り
ま
し

た
が
、様
々
な
こ
と
を
経
験
し
て

私
自
身
の
視
野
も
広
が
っ
た
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

N
S
E
に
参
加
し
た
A
S
S
P

の
メ
ン
バ
ー
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、多
く
の

メ
ン
バ
ー
が
イ
ベ
ン
ト
前
と
比

べ
何
か
を
得
た
、ま
た
は
変
わ
っ

た
と
答
え
て
い
ま
す
。そ
の
他
に

も
、他
大
学
と
の
交
流
、イ
ベ
ン

ト
に
従
事
す
る
方
や
様
々
な
方

と
の
交
流
を
通
し
て
色
々
な
こ

と
を
得
た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

特
に
自
分
た
ち
と
同
じ
興
味
・目

的
意
識
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち

と
の
交
流
に
よ
っ
て
、お
互
い
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
繋

が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

N
S
E
を
通
し
て
様
々
な
こ

と
を
得
る

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
後
こ
の

経
験
を
生

か
し
、日
々

活
動
し
て

い
き
た
い

と
思
っ
て

い
ま
す
。

能
代
宇
宙
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て

学
生
に
よ
る
日
本
最
大
規
模
の
宇
宙
イ
ベ
ン
ト「
第
９
回
能
代

宇
宙
イ
ベ
ン
ト
」が
、平
成
25
年
８
月
19
日
か
ら
25
日
に
か
け

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
大
学
か
ら
参
加
し
た
A
S
S
P（
秋
田
大
学
学
生
宇
宙

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）学
生
代
表
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

【能代宇宙イベントとは？】
宇宙を目指す全国の高校生や大学
生による日本最大規模のアマチュ
ア宇宙イベント。秋田県能代市で
毎年開催され、今年で9回目となる。
大学生らの設計・製作したハイブ
リッドロケットの打ち上げや、空き
缶サイズの「模擬人工衛星」の性能
を競う缶サット競技などが行われ、
例年全国から20を超える団体や学
校が参加している。
一般公開日には、水ロケットの打ち
上げなど体験型の企画も用意。また、
商店街の空き店舗を利用した大学
生によるロケットの組み立て作業の
一般公開など、地元市民を巻き込ん
だ夏の一大イベントとなっている。

秋
田
大
学
学
生
宇
宙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
A
S
S
P
）学
生
代
表

工
学
資
源
学
部
地
球
資
源
学
科
3
年
次

武
井  

瞳

左：「芽吹」、右：「佳客」（秋田市千秋公園の桜と藤）　撮影：進藤
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王
立
ブ
ー
タ
ン
大
学
健
康
科
学
院

　

右
の
タ
イ
ト
ル
は
平
成
25
年

７
月
26
日
付
け
の「
お
お
だ
て
新

報
」６
面
の
見
出
し
で
あ
る
。
読

み
手
を
意
識
し
つつ
も
意
味
深
で
、

思
わ
ず
感
心
し
て
し
ま
っ
た
。

　

昨
年
、
あ
る
方
か
ら「
北
秋
田

分
校
で
教
員
免
許
更
新
講
習
を

開
講
し
て
は
ど
う
か
」と
い
う
ア

イ
デ
ア
を
頂
い
た
時
、
と
っ
さ
に

浮
か
ん
だ
の
が
秋
田
内
陸
縦
貫

鉄
道（
以
下
、秋
田
内
陸
線
）名
物

「
ス
タ
デ
ィ
・
ト
レ
イ
ン
」で
あ
っ
た
。

ス
タ
デ
ィ
・
ト
レ
イ
ン
と
は
、
沿
線

に
位
置
す
る
秋
田
県
立
秋
田
北

鷹
高
等
学
校
の
テ
ス
ト
期
間
に

運
行
す
る
、車
内
で
勉
強
が
で
き

る
列
車
の
こ
と
で
あ
る
。「
こ
れ

な
ら
使
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
秋

田
内
陸
線
の
沿
線
は
地
域
そ
の

も
の
。
車
窓
か
ら
は
日
本
の
原

風
景
が
見
え
る
。
実
際
に
地
域

を
体
感
し
な
が
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
…
」と
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
、

平
成
25
年
７
月
24
日
、や
っ
と
実

現
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

講
習
の
概
要
は
次
の
と
お
り

と
し
た
。

　
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
地
域
の
伝

統
的
な
食
文
化
や
史
跡
な
ど
の

教
材
化
を
通
し
て
、授
業
力
の
向

上
を
図
る
。
当
日
は
、秋
田
内
陸

線
と
そ
の
沿
線
地
域
か
ら
課
題

を
設
定
し
、
課
題
解
決
の
た
め
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
及
び
教
材
開

発
に
関
す
る
講
義
・
試
験
が
主
な

内
容
」

　

さ
て
、こ
の
講
習
に
は
県
内
小

中
高
校・特
別
支
援
学
校
か
ら
教

員
33
人
が
参
加
。
先
生
た
ち
は

ど
ん
な
問
い（
？
）を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
10
時
25

分
、
鷹
ノ
巣
駅
を
出
発
し
た
ス
タ

デ
ィ
・
ト
レ
イ
ン
。「
秋
田
の
先
生

は
優
秀
」と
他
県
か
ら
言
わ
れ
る

が
、
な
る
ほ
ど
と
納
得
。
既
に
車

内
で
は
秋
田
内
陸
線
提
供
の
沿

線
資
料
を
も
と
に
勝
手
に
話
し

合
い
が
進
ん
で
い
る
。
講
習
の
ね

ら
い
に
向
か
っ
て
一
直
線
。「
こ
れ

だ
と
余
計
な
こ
と
を
言
う
必
要

は
無
い
な
」と
判
断
し
、
先
生
た

ち
を
見
守
る
こ
と
に
し
た
。

　

約
１
時
間
で
阿
仁
合
駅
に
到

着
。
先
生
た
ち
は
地
元
郷
土
研

究
家
の
戸
嶋
喬
さ
ん
を
講
師
に
、

５
つ
の
寺
巡
り
と
地
元
の
食
べ
物

探
し
を
行
っ
た
。
午
後
の
演
習
で

は
、な
ぜ
お
寺
の
名
前
に
金
銀
が

入
って
い
る
の
か
、な
ぜ
墓
石
に
御

影
石
が
多
い
の
か
、
な
ぜ
お
寺
に

佐
竹
の
家
紋
と
徳
川
の
家
紋
が一

緒
に
あ
る
の
か
、
な
ぜ
馬
肉
の
料

理
が
多
い
の
か
、
な
ぜ
バ
タ
ー
餅

が
食
さ
れ
て
き
た
の
か
な
ど
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
問
い（
？
）が
生
ま
れ

て
い
た
。

　

探
究
と
共
同
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
す
る
総
合
的
な
学
習
の
ポ
イ

ン
ト
は
教
師
の
問
い（
？
）で
あ

る
。
全
員
が
ね
ら
い
を
十
分
に
達

成
し
て
い
る
。
後
は
帰
り
の
試
験

だ
け
。
約
１
時
間
、ス
タ
デ
ィ
・
ト

レ
イ
ン
車
内
で
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
る
先
生
た
ち
の
姿
を
見
て
、

「
秋
田
の
未
来
は
大
丈
夫
」と
安

心
感
を
覚
え
た
。
言
う
ま
で
も

な
く
試
験
内
容
は
全
員
が
花
マ

ル
。
た
だ
、
揺
れ
る
列
車
の
中
で

の
試
験
は
大
変
だ
っ
た
ろ
う
と
反

省
し
き
り
で
あ
る
。
電
車
酔
い
の

中
、頑
張
っ
た
方
々
、ご
め
ん
な
さ

い
。
来
年
の
試
験
は
教
室
で
や
り

ま
す
か
ら
。

秋田大学

分校長
だより　
北
秋
田
分
校
長

濱
田
　
純

Vol.
08

お寺の前で話を聞く

沿線にある田んぼアート「早苗ちゃん」

スタディ・トレイン車内での試験

秋
田
内
陸
線

お
座
敷
列
車
の
ん
び
り
？

実
は
免
許
更
新
講
習

先
生
33
人
地
域
素
材
学
ぶ

医
学
系
研
究
科
保
健
学
専
攻
／

母
子
看
護
学
講
座

助
教　

 

吉
田  

倫
子

　

８
月
中
旬
か
ら
お
よ
そ
１
カ

月
間
、
王
立
ブ
ー
タ
ン
大
学
健

康
科
学
院
を
訪
問
し
ま
し
た
。

大
学
の
講
義
や
現
地
の
病
院・診

療
所
への
視
察
を
通
じ
て
、秋
田

大
学
が
ブ
ー
タ
ン
の
た
め
に
ど
の

よ
う
な
協
力
が
で
き
る
か
を
探

る
た
め
で
す
。

　

現
地
の
医
療
に
触
れ
て
感
じ

た
こ
と
は
、
家
族
の
存
在
の
大

き
さ
で
す
。
ブ
ー
タ
ン
で
は
医
師

が
不
足
し
て
い
る
た
め
、日
本
で

は
医
師
が
行
う
業
務
の一
部
を

看
護
師
が
行
って
い
ま
す
。
慢
性

的
な
人
手
不
足
に
よ
り
、
看
護

師
は
最
低
限
の
ケ
ア
し
か
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
家
族
の
付
き

添
い
が
な
け
れ
ば

入
院
す
る
こ
と
も

で
き
ず
、
多
く
の

家
族
が
看
護
師
に

代
わ
っ
て
患
者
さ

ん
の
看
護
を
担
っ

て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　

家
族
が
患
者

さ
ん
に
付
き
添
い
、

身
の
回
り
の
世
話

を
す
る
と
い
う
こ

と
は
良
い
面
も
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、患
者
さ

ん
の
た
め
に
は
医
療
の
質
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

清
潔
操
作（
感
染
予
防
の
た
め

に
、
消
毒
し
た
手
指
で
滅
菌
さ

れ
た
器
具
を
扱
い
、
人
体
の
処

置
を
行
う
操
作
）、
安
全
･
安

楽
を
考
え
た
看
護
、
患
者
さ
ん

へ
の
説
明
や
指
導
に
つ
い
て
は
改

善
す
る
べ
き
部
分
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

ブ
ー
タ
ン
の
現
状
と
問
題
を

考
慮
し
た
上
で
、
実
践
可
能
な

対
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
今
回
の
視
察
で
得

た
課
題
を
も
と
に
効
果
的
な
検

討
を
し
て
い
き
ま
す
。

医
学
部
保
健
学
科
看
護
学
専
攻

3
年
次　

 

石
川  

沙さ

月つ
き

中
島  

巳み

歌か

　

医
学
部
保
健
学
科
学
生
短

期
海
外
特
別
研
修
と
し
て
、
８

月
中
旬
か
ら
２
週
間
ほ
ど
ブ
ー

タ
ン
を
訪
問
し
ま
し
た
。
研
修

は
協
定
校
で
あ
る
王
立
ブ
ー
タ

ン
大
学
健
康
科
学
院
で
行
わ
れ
、

期
間
中
は
現
地
の
学
生
と
共
に

過
ご
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
少

人
数
制
の
授
業
に
参
加
し
た
り
、

看
護
業
務
や
分
娩
介
助
を
行

う
実
習
な
ど
を
見
学
し
た
り

し
ま
し
た
。
現
地
の
学
生
は
非

常
に
活
発
で
、
刺
激
を
受
け
ま

し
た
。

　

衛
生
環
境
や
医
療
体
制
の
違

い
に
衝
撃
を
受
け
、
文
化
や
国

民
性
が
異
な
る
環
境
で
の
研
修

は
す
べ
て
が
新
鮮
で
感
動
の
連

続
で
し
た
。こ
の
経
験
は
今
後
の

看
護
人
生
や
看
護
観
に
変
化
を

も
た
ら
し
、
自
分
自
身
の
視
野

を
広
げ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
現
地
で

感
じ
た
こ
と
を
多
く
の
学
生
に

伝
え
る
と
と
も
に
、
恵
ま
れ
た

環
境
で
学
習
で
き
る
こ
と
に
感

謝
し
、
学
生
生
活
を
過
ご
し
て

い
き
ま
す
。

ブ
ー
タ
ン
で
得
た
学
び
と

今
後
の
協
力
の
方
向
性

ブ
ー
タ
ン
で
の

海
外
研
修
を
終
え
て

ブータンの赤ちゃんと吉田助教

ブータンの病院で現地スタッフと

パロにて（左・石川さん、右・中島さん）

王立ブータン大学健康科学院の教員と



A p r i r e  2 0 1 3 . 1 0

テーマ
1
「高齢社会における
安全安心な地域づくり」

【課題１】 豪雪地帯の積雪寒冷期における
 地震防災（横手市）

【課題2】 広い低平地における
 津波対策（潟上市）

テーマ
2
「高齢者に安心を提供する
医療看護による地域づくり」

【課 題】 在宅看護・医療を考える
 地域ネットワークの形成（横手市）

一人ひとりを大切にし、
自立した高齢社会に向けた地域づくり

〈事業名〉

横手市・北秋田市・潟上市を
モデルケースとして全県へ発信

全学的・組織的な
取り組み体制の構築
－学長のリーダーシップの下、
全学出動態勢を実施－

■学長、地域創生センター長、
　教育文化学部長、医学系研究科長、
　医学系研究科保健学専攻長、
　工学資源学研究科長、事業推進実行委員会、 
   教員等の全学出動態勢

ガバナンス改革の推進

連携自治体による
推進体制の構築

－自治体が抱える喫緊の課題の解決－

■秋田県（総括：企画振興部学術国際局長）　
　総合防災課、学術振興課、地域活力創造課、
　活力ある農村集落づくり支援室、
　福祉政策課、文化振興課　
■連携自治体：横手市、北秋田市、潟上市

政策・立案への反映

秋田大学 自　治　体

実施スケジュール

６年目以降（平成30年度～）
自治体及び住民との
協働作業実施

４～５年目（平成28～29年度）
秋田発地域生活
モデル構築

２～３年目
（平成26～27年度）
推進期

１年目
（平成25年度）
始動期

連携・協働により
優れた人材を育成し地域に輩出

テーマ
3
「地域文化振興による
元気な地域づくり」

【課題１】 鉱山の隆盛がもたらした
 阿仁文化の現代への活用
 〈阿仁の今昔物語〉（北秋田市）

【課題2】 豊川小学校跡地を活用した
 地域住民の心のよりどころ
 となる多目的交流施設等
 による地域活動の活性化
 （潟上市）

潟上市

秋田市

横手市

横手分校
【県南地域の活動拠点】

北秋田市

北秋田分校
【県北地域の活動拠点】

秋田大学
【秋田県全域の活動拠点】

社　会　貢　献　活　動

社会
貢献

地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業

真
に
地
域
に
役
立
つ
大
学
を
目
指
し
て

　

秋
田
大
学
は
、文
部
科
学
省
の

平
成
25
年
度「
地（
知
）の
拠
点

整
備
事
業（
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・コ

ミ
ュニ
テ
ィ
＝
C
O
C
事
業
）」に

採
択
さ
れ
ま
し
た
。全
国
３
１
９

校
の
大
学
等
が
申
請
し
た
も
の

で
、秋
田
大
学
は
52
校
の
採
択
校

の一つ
で
す
。こ
の
事
業
は
、平
成

29
年
度
ま
で
の
5
年
間
を
目
処

に
、超
高
齢
社
会
に
お
い
て
も
希

望
を
持
て
る「
秋
田
発
の
地
域
生

活
モ
デ
ル
」の
構
築
と
、地
域
に
必

要
と
さ
れ
る
大
学
を
形
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、秋
田
県
が

抱
え
る
重
要
な
課
題
の一つ
で
あ

る「
一人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
、自

立
し
た
高
齢
社
会
に
向
け
た
地

域
づ
く
り
」と
し
て
い
ま
す
。「
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
」と
は
、

高
齢
化
に
伴
っ
て
現
れ
て
く
る

様
々
な
個
人
差
・
多
様
性
を
お

互
い
に
尊
重
し
合
え
る
こ
と
、ま

た
、「
自
立
し
た
高
齢
社
会
」と

は
、生
活
上
の
自
立
、精
神
上
の

自
立
、学
習
上
の
自
立
が
あ
る
地

域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
指
し
て
い
ま
す
。

秋
田
県
は
、現
在
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、将
来
的
に
も
高
齢
化
率
全

国
ト
ッ
プ
が
予
測
さ
れ
る
超
高
齢

社
会
県
で
す
。秋
田
県
と
連
携

自
治
体
と
協
働
し
、将
来
に
希
望

の
持
て
る
地
域
生
活
モ
デ
ル
の
構

築
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、連
携
す
る
自
治
体（
横

手
市
、北
秋
田
市
、潟
上
市
）が

抱
え
る
個
別
の
課
題
と
し
て
、

「
高
齢
社
会
に
お
け
る
安
全
安

心
な
地
域
づ
く
り
」「
高
齢
者
に

安
心
を
提
供
す
る
医
療
看
護
に

よ
る
地
域
づ
く
り
」「
地
域
文
化

振
興
に
よ
る
元
気
な
地
域
づ
く

り
」の
３
つ
を
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し

て
い
ま
す
。連
携
自
治
体
等
と

協
議
を
重
ね
た
結
果
、生
活
場

所
が
安
全
で
あ
る
こ
と
、健
康

が
保
障
さ
れ
安
心
で
き
る
こ
と
、

文
化
を
楽
し
み
元
気
で
あ
る
こ

と
を
導
き
出
し
ま
し
た
。こ
れ

ら
は
秋
田
県
内
各
地
域
の
抱
え

て
い
る
共
通
の
課
題
で
も
あ
り

ま
す
。

　

今
回
の
C
O
C
事
業
で
は
、新

た
に
全
学
的
・
総
合
的
な
体
制

を
構
築
し
、全
教
職
員
・学
生
が

参
加
・
協
力
す
る
こ
と
で
、秋
田

県
及
び
連
携
自
治
体
の
個
別
課

題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

平成25年度 地域志向教育研究経費を公募しています。〈学内教員限定〉
地域志向の教育・研究に熱意のある教員の方々の応募をお待ちしております。

（詳しくは、AU-CISの全学掲示板をご覧ください。）

地︵
知
︶の
拠
点
整
備
事
業

︵
大
学
C
O
C
事
業
︶と
は
？

　

文
部
科
学
省
の
新
規
重
点

補
助
事
業
。大
学
が
地
元
自

治
体
等
と
連
携
し
、全
学
的

に
地
域
を
志
向
し
た
教
育・研

究・社
会
貢
献
を
進
め
る
大
学

等
を
支
援
す
る
こ
と
で
、地
域

再
生
・活
性
化
の
拠
点
と
な
る

大
学
の
機
能
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
に
秋
田
大
学
や
秋
田
県
の
皆

様
と
と
も
に
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
横
手
市
で
は
、「
地
域
医
療
連
携
推
進
事
業
」や
、積

雪
期
の「
横
手
市
地
域
防
災
計
画
」の
策
定
を
急
務
と
し
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
中
で
、地
域
医
療
に
関
し
て
は
、過
疎
化
に

悩
む
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
。そ
し
て
、豪
雪
地
帯
の
厳

し
さ
に
め
げ
な
い
骨
太
の
在
宅
医
療
・看
護
を
含
め
た
地
域
包
括
ケ
ア

体
制
を
目
指
し
て
い
け
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
一方
、防
災
面
で
は
、近
年
の
異
常
気
象
や
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
安

心
・安
全
な
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、皆
様
と
積
雪
時
の
地
震
防
災
・

減
災
活
動
に
取
り
組
め
る
こ
と
は
、と
て
も
有
益
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
協
力
し
合
い
、高
齢
化
が
著
し
い
豪
雪
地
帯
の
課
題
の
解
決
を
図

り
、安
心
・安
全
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て

「
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
」「
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
」と
い
う
大
き

な
目
標
に
繋
が
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

連
携
自
治
体
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

秋
田
県
横
手
市
総
務
企
画
部
市
長
公
室　

政
策
監　

 

辻
　
正
憲
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OB・OGメッセージ

【質問内容】
1 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
2 

出
身
地
、出
身
高
校

3 

今
の
仕
事
を
選
ん
だ
理
由
は
？

4 

仕
事
内
容
は
？

5 

仕
事
を
す
る
上
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

6 

休
日
の
過
ご
し
方
は
？

7 

学
生
時
代
、一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
講
義
・
実
習
は
？

8 

秋
と
言
え
ば
、何
の
秋
？

9 

後
輩
の
み
な
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ

様
々
な
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
秋
田

大
学
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
の「
今（
＝
な
う
）」を

お
届
け
し
ま
す
。ひ
と
足
先
に
秋
田

大
学
を
卒
業
し
た
先
輩
た
ち
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

Answer
3 一番の理由は、大学で学んだことを活かせる

仕事に就きたいと考えたからです。現在も大学で
学んだことを基礎として業務に励んでいます。さ
らに、海外を視野に入れた仕事ということも魅力
として感じたポイントでした。

4 基本的に「石油や天然ガスがどこに隠れてい
るのか」を探す仕事をしています。国内だけでな
く、国外のプロジェクトにも携わることができ、時
には実際に海外（現地）に赴き、現地の技術者とも
活発な交流を行っています。また、技術面だけで
なく経済的観点からもプロジェクトを把握しなけ
ればならないので、毎日学ぶことが多く苦労する
場面が多々ありますが、非常にやりがいのある仕
事だと思っています。

5 主に2つあり、1つ目は疑問に感じたことは分
かったフリをせず、すぐに聞くようにし、周囲との
信頼関係を壊さないために中途半端なことはしな
いようにしています。2つ目はそれぞれの作業に
締切を設け、自分なりにタイムスケジュールを組
み、業務を効率的にこなせるよう心掛けています。

6 週に1度、平日のアフターファイブに会社の
フットサル部に参加し、定期的にリフレッシュする
ようにしています。また、毎週ではありませんが、
草サッカーチームの練習やジムにも通っています。

7 学部３年次の夏に実施される進級論文で、約
１カ月間、秋田県内の担当エリアの地質調査を
行ったことです。基本的に１人での調査となるこ
とに加え、夏の野外調査は過酷な環境だったので、
強く印象に残っています。しかし、その経験があっ
たからこそ、石油・ガス探鉱技術者として働く今の
私があると思っています。

8 食欲の秋、運動の秋、そして「物欲の秋」です。
寒くなる前に何かを買い揃えたくなるものなので
しょうか。最近は特に、学生の時から使用してい
る家電を買い替えたい衝動に駆られています。

9 学生の間に何を頑張ったか、そこで何を学ん
だかを1つでもいいので見つけてほしいです。そ
れは社会人になった時の大きな財産となるはずで
す。また、学業も大事ですがサークル・アルバイト・
ボランティア等で人とのつながりをたくさん作る
ことも、将来を見据えた大事な勉強だと思います。

對馬  和希さん

Tsushima Kazuki
勤務先

（独）石油天然ガス・金属鉱物
資源機構（JOGMEC）
工学資源学研究科 地球資源学専攻 
平成22年3月修了

岩手県／岩手県立盛岡北高等学校

【座右の銘】

1

2

Answer
3 システム開発という仕事を通じて、
社会に改善と利便性を提供することで、
より多くの方々のお役に立てるのでは
ないかと感じ、この仕事を選びました。 
また、地元が好きなことから東北で働き
たいという思いも強くありました。

4 現在はお客様に自社システムを快
適に使っていただくための保守を行っ
ています。先輩方に教わりながら設計・
製造・テストを行い、少しずつ業務の知
識を身に付けているところです。

5 何が分からないかを明確にし、自分
なりに考えてみることです。質問する
際の伝え方がまだまだ上手くないので、
日頃から話し方を意識するようにしてい
ます。

6 同期や社外研修で知り合った友人
と食事に行ったり、買い物に出かけたり
することが多いです。最近では資格取
得のために自宅や図書館で勉強して過
ごすこともあります。

7 プログラミング実習で行った課題
演習です。自分の考えを設計書にまと
め、それを基にプログラミングをする作
業を初めて行いました。苦労しましたが、
その分完成した時の喜びや達成感は大
きかったです。

8 「読書の秋」。学生時代はあまり本
を読むことがありませんでしたが、最近
は様々なジャンルの本に興味を持つよ
うになりました。これを機会に読書の習
慣をつけて教養を深めたいと思ってい
ます。

9 大学生活を通して、卒業してからも
付き合いの続く友人を見つけてくださ
い。それぞれ違う場所で違う仕事をし
ていても、時々連絡を取り合ってお互
いの近況を聞くと「自分もがんばろう！」
と元気が出てきます。

石川 友利恵さん

Ishikawa Yurie
勤務先

（株）秋田情報センター
仙台支社  システム開発部
工学資源学部 情報工学科
平成25年3月卒業

秋田県／秋田県立秋田中央高等学校

【座右の銘】

1

2
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社 会 貢 献 等

　

平
成
25
年
度
の「
第
48
回

秋
田
大
学
今
日
歩
大
会
」は

5
月
25
日（
土
）夜
か
ら
翌

朝
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、学

生
、教
職
員
、一
般
の
方
な

ど
約
4
5
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。男
鹿
半
島
の
寒
風

山
展
望
台
駐
車
場（
海
抜
約

3
5
0
ｍ
）か
ら
秋
田
大
学

手
形
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
の

40
・
3
㎞
を
踏
破
あ
る
い
は

走
破
す
る
、毎
年
恒
例
の
名

物
行
事
で
す
。

　

今
回
は
同
僚
の
女
性
職

員
2
人
と
共
に
挑
戦
し
ま

し
た
。広
い
駐
車
場
か
ら
見

え
る
綺
麗
な
夜
景
と
お
別

れ
し
ス
タ
ー
ト
で
す
。走
る

人
た
ち
が
先
に
、そ
の
後
ろ

に
歩
く
人
た
ち
の
列
が
続

き
ま
す
。あ
ま
り
風
も
無
く

じ
っ
と
り
汗
を
か
き
な
が
ら
、

黙
々
と
山
を
下
り
ま
し
た
。

平
地
の
コ
ー
ス
に
な
る
と
2

人
は
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
。途
中

5
カ
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
で
実
行
委
員
会
の
学
生

か
ら
参
加
証
の
手
ぬ
ぐ
い
に

記
入
し
て
も
ら
う
の
で
す

が
、そ
こ
で
も
殆
ど
休
憩
し

ま
せ
ん
。少
し
で
も
気
を
抜

く
と
す
ぐ
に
離
れ
て
し
ま

う
の
で
小
走
り
で
食
ら
い
つ

い
て
い
ま
し
た
。空
が
白
み

始
め
大
学
に
程
近
く
な
っ
た

頃
つ
い
に
心
く
じ
け
て
遅
れ

始
め
、2
人
の
姿
は
小
さ
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
し

て
す
っ
か
り
夜
が
明
け
、だ

い
ぶ
遅
れ
て
ゴ
ー
ル
。し
か

し
な
が
ら
、今
ま
で
の
最
高

順
位
、女
子
個
人
28
位
を
記

録
し
ま
し
た
。自
分
自
身
と

し
て
は
快
挙
で
す
！
ゴ
ー
ル

の
先
で
待
っ
て
い
て
く
れ
た

2
人
と
も
合
流
、痛
い
足
を

引
き
ず
り
な
が
ら
よ
ろ
よ

ろ
と
大
学
会
館
の
食
堂
の

テ
ー
ブ
ル
に
着
き
、「
か
け
う

ど
ん
」の
サ
ー
ビ
ス
を
味
わ

い
ま
す
。そ
の
温
か
さ
、そ
の

お
い
し
さ
は
な
ん
と
も
言
え

ま
せ
ん
。ま
さ
に
五
臓
六
腑

に
染
み
渡
る
味
。こ
の
た
め

に
参
加
し
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
今
回
参
加
し
た

も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
、突

然
他
界
し
た
友
人
の
供
養

の
た
め
で
し
た
。今
年
も
一

緒
に
参
加
し
て
、同
じ
道
を

歩
き
た
か
っ
た
…
。そ
れ
で

も
長
い
道
の
り
の
な
か
様
々

な
思
い
出
を
噛
み
し
め
つ
つ

歩
き
通
し
た
こ
と
で
、一
緒

に
ゴ
ー
ル
で
き
た
よ
う
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。毎
年
、

参
加
す
る
方
々
の
目
的
は
そ

れ
ぞ
れ
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、私
に
と
っ
て
特
に
忘
れ

ら
れ
な
い
今
日
歩
大
会
に

な
り
ま
し
た
。

企
画
広
報
課　

佐
藤  

陽
子

大
学
開
放
事
業

秋
田
大
学
子
ど
も
見
学
デ
ー

～
キ
ミ
の
”わ
く
わ
く

“見
つ
け
に
い
こ
う
！
～

　

秋
田
大
学
は
、
児
童
生
徒
の

学
力
向
上
と
、
科
学
・
学
問
へ
の

興
味
や
関
心
を
高
め
て
も
ら
う

た
め
、
大
学
開
放
事
業
と
し
て

人
的
資
源
の
提
供
と
大
学
施
設

へ
の
受
け
入
れ
な
ど
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ

の
中
か
ら
、
毎
年
8
月
に
開
催
し

て
い
る「
秋
田
大
学
子
ど
も
見
学

デ
ー
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

秋
田
大
学
子
ど
も
見
学
デ
ー

は
、
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、
大
学
内
で
の
見
学
や

体
験
を
通
じ
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
な
が
ら
、
秋
田
大
学
へ

の
関
心
を
よ
り
一
層
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
、夏
休
み
期

間
に
合
わ
せ
て
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
8
月
7
日
に
開
催
。

2
4
4
人（
1
0
4
家
族
）の
参

加
者
が
、教
育
文
化
学
部
、医
学

部
、工
学
資
源
学
部
、総
合
情
報

処
理
セ
ン
タ
ー
、ベン
チ
ャ
ー
イ
ン

キ
ュベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
附
属

図
書
館
が
そ
れ
ぞ
れ
用
意
し
た

11
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
各
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

今
回
医
学
部
で
初
め
て
企
画

し
た「
お
母
さ
ん
に
育
ま
れ
て
い

る
可
愛
い
命
を
み
て
み
よ
う
」と

い
う
コ
ー
ス
で
は
、
妊
婦
を
モ
デ

ル
に
し
た
人
形
を
超
音
波
診
断

装
置
で
観
察
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
看
護
師
の
指
導
の
も
と
人

形
の
お
腹
に
機
械
を
あ
て
、モ
ニ

タ
ー
の
映
像
で
お
腹
の
中
に
い
る

赤
ち
ゃ
ん
を
確
認
し
て
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は「
リ
ア
ル
な

赤
ち
ゃ
ん
の
映
像
を
見
て
、
医
者

に
な
る
夢
が
ふ
く
ら
ん
だ
」な
ど

の
感
想
が
あ
り
、
医
療
機
器
操

作
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
し
た

ほ
か
、
生
命
の
誕
生
に
つ
い
て
も

親
子
で
話
題
に
す
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
参
加

者
は
吉
村
昇
学
長
と
一
緒
に
撮

影
し
た
記
念
写
真
を
受
け
取
り
、

全
行
程
を
終
え
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が「
大
学
っ
て
す
ご
い
！

お
も
し
ろ
い
!!
」と
大
学
に
興
味

を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
他
に
も
秋
田
大
学
で
は

大
学
の
雰
囲
気
を
体
験
し
て
も

ら
う
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
小

中
高
生
を
対
象
に
し
た
総
合
学

習
、職
場
体
験
の一環
と

し
て
の
大
学
訪
問
、
毎

月
開
催
し
て
い
る
子
ど

も
も
の
づ
く
り
教
室
や

夜
間
天
体
観
測
会
な

ど
、
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
い
情
報
は
秋
田
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

に
な
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

地
域
創
生
課　

村
雲  

伸
一
●くわしくは「秋田大学  社会貢献」で検索!!

吉村学長と記念撮影

超音波診断装置を操作する参加者

強力電磁石の実験

今
日
歩
大
会

友
の
思
い
出
に
浸
る

秋田大学　社会貢献 検 索

スタート直後の参加者
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ニュース&トピックス

報
道
関
係
者
と

学
長
と
の
懇
談
会

　

7
月
30
日
、
最
近
の
秋
田
大
学
の
動
向

及
び
今
後
の
取
組
計
画
な
ど
に
関
す
る

説
明
と
質
疑
応
答
を
通
じ
て
、
秋
田
大
学

の
諸
施
策
に
関
し
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
秋
田
県
政
記
者
会

加
盟
の
報
道
関
係
機
関（
10
社
）と
学
長

等
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
に
向
け
た
秋
田
大
学

の
改
革
状
況
や
、
秋
田
大
学
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
総
合
研
究
機
構
、
グ
ロ
ー

バ
ル
&
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
創
生
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
あ
き
た
、
男
鹿
な
ま
は

げ
分
校
の
開
設
な
ど
、
秋
田
大
学
の
諸

施
策
に
つ
い
て
説
明
し
、
質
疑
応
答
を

行
い
ま
し
た
。

秋
田
大
学
竿
燈
会
、

秋
田
竿
燈
ま
つ
り
に

連
続
43
回
目
の
出
場

　

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
東
北
三
大
ま
つ
り
の
ひ
と

つ
秋
田
竿
燈
ま
つ
り
が
、8
月
3
日
か

ら
6
日
ま
で
行
わ
れ
、秋
田
の
夏
を
大

い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。教
職
員
で
構

成
す
る
秋
田
大
学
竿
燈
会
も
昭
和
46
年

の
初
出
場
以
来
、今
回
で
連
続
43
回
目

の
出
場
を
果
た
し
、ま
た
、ま
つ
り
２
日

目
に
は
附
属
特
別
支
援
学
校
が
29
回
連

続
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
秋
田
竿
燈
ま
つ
り
は
、総
数

2
6
6
本
の
竿
燈
が
出
竿
。秋
田
大
学

も
、高
さ
12
ｍ
、重
さ
50
㎏
に
及
ぶ﹁
大

若
﹂2
本
を
出
竿
し
、笛
や
太
鼓
の
勇
壮

な
お
囃
子
の
音
に
合
わ
せ
、﹁
差
し
手
﹂

た
ち
が
連
日
み
ご
と
な
演
技
を
披
露
し

て
桟
敷
席
や
沿
道
の
観
客
か
ら
盛
ん
な

拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

竿
燈
ま
つ
り
本
番
に
先
駆
け
て
、8

月
2
日
夕
方
か
ら
は
恒
例
の﹁
附
属
病

院
竿
燈
ま
つ
り
﹂を
医
学
部
附
属
病
院

構
内
で
開
催
。入
院
中
の
患
者
さ
ん
た

ち
は
医
師
や
看
護
師
の
付
き
添
い
の
も

と
、一
足
先
に
竿
燈
の
妙
技
を
楽
し
み

ま
し
た
。演
技
終
了
後
に
は
、用
意
さ
れ

た
子
ど
も
用
の
半
纏
に
袖
を
通
し
て
記

念
撮
影
を
し
た
り
、竿
燈
に
触
れ
た
り
、

お
囃
子
の
太
鼓
を
た
た
い
て
み
た
り
な

ど
、秋
田
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
竿
燈

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

川
原
谷
さ
ん
、
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
世
界
選
手
権

ア
ジ
ア
予
選
で
優
勝

　

工
学
資
源
学
研
究
科
技
術
長
の
川
原

谷
浩
さ
ん
が
、8
月
31
日
に
行
わ
れ
た

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
世
界
選
手
権﹁
ア

イ
ア
ン
マ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
シ
ッ
プ
﹂ア
ジ
ア
予
選
45
～
49
歳
の

部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
、ス
イ
ム
3・
8
㎞
、

バ
イ
ク
1
8
0
㎞
、
ラ
ン
42
・
1
9
5
㎞

の
三
種
目
の
合
計
タ
イ
ム
を
競
う
競
技

で
す
。

　

川
原
谷
さ
ん
が
こ
の
競
技
を
始
め
た

の
は
25
歳
の
と
き
。9
回
目
の
挑
戦
と

な
っ
た
今
回
の
ア
ジ
ア
予
選
で
は
、自

己
ベ
ス
ト
を
14
分
更
新
し
、10
時
間
１

分
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

世
界
選
手
権
は
来
年
10
月
11
日
、ハ

ワ
イ
島
・
コ
ナ
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

美
味
し
い
健
康
油
・

ア
ケ
ビ
油
、地
元
企
業

と
共
同
研
究

　

教
育
文
化

学
部
地
域
科

学
課
程
の
池

本
敦
准
教
授

は
、
由
利
本

荘
市
の
矢
島

小
林
工
業
株

式
会
社
と
共

同
で
、
ア
ケ

ビ
油
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

白
く
て
甘
い
果
実
と
し
て
知
ら
れ
る

ア
ケ
ビ
。秋
田
で
は
江
戸
時
代
、こ
の
種

子
を
食
用
油
の
材
料
と
し
て
有
効
活
用

し
て
い
た
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。最
高

級
の
食
用
油
と
呼
ば
れ
、江
戸
や
京
都

で
も
重
宝
さ
れ
た
と
の
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
。採
取
に
コ
ス
ト
が
か
か
り
大
量

生
産
が
で
き
ず
に
廃
れ
て
し
ま
っ
た
ア

ケ
ビ
油
で
す
が
、成
分
を
分
析
し
た
と

こ
ろ
、体
に
脂
肪
が
つ
き
に
く
い
特
性
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

約
3
0
0
個
の
ア
ケ
ビ
か
ら
3
・
2

㎏
の
種
子
が
採
れ
、こ
れ
を
電
動
搾
油

機
に
か
け
て
油
を
採
取
し
ま
す
。

　

今
後
は
、有
効
性
や
安
全
性
・
品
質
特

性
に
つ
い
て
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い

く
予
定
と
し
て
お
り
、美
味
し
い
健
康

油
と
し
て
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

男
鹿
な
ま
は
げ
分
校

を
開
設

　

9
月
30
日
、3
校
目
の
分
校
で
あ
る

﹁
男
鹿
な
ま
は
げ
分
校
﹂を
男
鹿
市
に
開

設
し
ま
し
た
。 

　

は
じ
め
に
、男
鹿
市
役
所
で
分
校
看

板
の
上
掲
式
と
記
者
会
見
を
行
っ
た

後
、男
鹿
市
民
文
化
会
館
に
会
場
を
移

し
、秋
田
大
学
混
声
合
唱
団
エ
ー
ス
・
ク

ワ
ィ
ア
に
よ
る
合
唱
、客
員
教
授
の
若

松
節
朗
氏
に
よ
る
記
念
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
後
は
こ
の
分
校
を
拠
点
に
、男
鹿

地
域
の
交
流
人
口
増
加
と
児
童
生
徒
の

学
力
底
上
げ
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、

①
首
都
圏
私
立
大
学
と
連
携
し
た
教
育

実
習
生
の
受
け
入
れ

②
秋
田
大
学
生
を
活
用
し
た
勉
強
合
宿

等
の
実
施

③
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
防
災
・
減
災

の
調
査
研
究

④
ハ
タ
ハ
タ
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し

た
食
文
化
の
継
承
活
動

と
い
っ
た
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。

山
田
教
授
、ベ
ル
ツ
賞

１
等
賞
を
受
賞

　

医
学
系
研
究
科
の
山
田
祐
一
郎
教
授

（
内
分
泌
・
代
謝
・
老
年
内
科
学
）が
、エ

ル
ウ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ツ
賞
1
等
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、日
独
両
国
間
の
歴
史
的

な
医
学
関
係
を
回
顧
す
る
と
と
も

に
、両
国
の
医
学
面
で
の
親
善
関
係
を

さ
ら
に
深
め
て
行
く
こ
と
を
目
的
に
、

1
9
6
4
年
に
ド
イ
ツ
の
製
薬
会
社
が

設
立
し
た
伝
統
あ
る
賞
で
、今
年
で
50

回
目
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は﹁
イ
ン
ク
レ
チ
ン
：

生
理
学
、病
態
生
理
学
、そ
し
て
臨
床
医

学
へ
の
展
開
﹂の
研
究
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
、清
野
裕
関
西
電
力
病
院
長
、稲

垣
暢
也
京
都
大
学
教
授
、清
野
進
神
戸

大
学
特
命
教
授
と
の
共
同
受
賞
で
す
。

　

消
化
管
因
子
で
あ
る
イ
ン
ク
レ
チ
ン

に
よ
る
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
の
分
子
基
盤

を
確
立
し
、イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
に
お
け

る
グ
ル
コ
ー
ス
と
イ
ン
ク
レ
チ
ン
の
相

互
作
用
や
イ
ン
ク
レ
チ
ン
に
よ
る
膵
外

作
用
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、糖
尿
病

に
お
け
る
イ
ン
ク
レ
チ
ン
の
役
割
を
明

ら
か
に
し
、イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
の

臨
床
医
学
を
切
り
拓
い
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
、10
月
16
日
に
駐
日
ド
イ

ツ
大
使
館
大
使
公
邸
で
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

”県
民
の
健
康
を
守
る
“

秋
田
大
学
医
療

フ
ォ
ー
ラ
ム

　

9
月
24
日
、秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
・
ア

ル
ヴ
ェ
で﹁
”県
民
の
健
康
を
守
る

“秋

田
大
学
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
～
間
寛
平
さ

ん
と
一
緒
に
最
先
端
の
が
ん
治
療
を
学

ぼ
う
～
﹂を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、澤
田
賢
一
医
学
系
研
究

科
長
が
挨
拶
。続
い
て
、羽
渕
友
則
教
授

と
柴
田
浩
行
教
授
が
最
新
の
が
ん
治
療

に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、タ
レ
ン
ト
の
間
さ
ん
に
よ

る
特
別
講
演
が
あ
り
、ア
ー
ス
マ
ラ
ソ

ン
挑
戦
中
に
見
つ
か
っ
た
ご
自
身
の
が

ん
に
つ
い
て
、ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
闘
病
体
験
談
を
お
話
し
さ
れ
、会
場

は
爆
笑
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、間
さ
ん
、小
山
田
雍
秋
田
県

医
師
会
会
長
、南
谷
佳
弘
教
授
、寺
田

幸
弘
教
授
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、来

場
者
と
の
質
疑
応
答
を
交
え
な
が
ら
フ

リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
、約
4
0
0
人
の

来
場
者
が
熱
心
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

ニュース
&

トピックス
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 ■教育研究プログラム等採択状況 （平成25年7月1日～9月30日採択分）

制度名 プロジェクト名 事業期間（年度） 交付金額等
（単位：千円） 所属・事業代表者

ノウハウ等の保護を図るために、意匠、商標権等の活用を行う
産学連携拠点モデル

平成25年度産学連携評価モデル・拠点モデル実証事業
（モデル構築事業） 25年度 5,000

秋田大学長
吉村　昇

ノウハウ等の保護を図るために、意匠、商標権等の活用を行う
産学連携拠点モデル

平成25年度産学連携評価モデル・拠点モデル実証事業
（モデル実証事業） 25年度 6,000

秋田大学長
吉村　昇

平成25年度大学改革推進等補助金 地（知）の拠点整備事業 25年度～29年度 25年度配分額
※29,562

秋田大学長
吉村　昇

地域創生センター
准教授　濱田　純

常磁性探針を用いた磁気記録ヘッドの高周波磁場検査システムの開発 研究成果展開事業
研究成果最適展開支援プログラム（A－STEP） 25年度 1,690

ベンチャー･ビジネス･ラボラトリー
特任助教　木下  幸則

スクリューとロッドを使用しない革新的高性能脊椎制動具の開発 研究成果展開事業
研究成果最適展開支援プログラム（A－STEP） 25年度 1,690

医学部附属病院
講師　菅原　卓

生体吸収性高分子による心膜用シートの開発 研究成果展開事業
研究成果最適展開支援プログラム（A－STEP） 25年度 1,690

工学資源学研究科
教授　寺境  光俊

耐食鋼のグリーンスチール化を実現する表面改質技術の開発 研究成果展開事業
研究成果最適展開支援プログラム（A－STEP） 25年度 1,690

工学資源学研究科
教授　原　基

溶融塩化物を用いた電解法による
ネオジム磁石からのNdおよびDyの高効率選択回収

研究成果展開事業
研究成果最適展開支援プログラム（A－STEP） 25年度 1,690

工学資源学研究科
講師　福本  倫久

有機酸と糸状菌バイオマットを活用した
農地土壌用低コスト除染技術の開発

研究成果展開事業
研究成果最適展開支援プログラム（A－STEP） 25年度 1,690

工学資源学研究科
講師　村上  英樹

もみ殻由来熱硬化性バイオプラスチックの開発 研究成果展開事業
研究成果最適展開支援プログラム（A－STEP） 25年度 1,690

工学資源学研究科
准教授　熊谷  誠治

回転円すいを用いた極細な抗菌性メルトブロー不織布の製布技術開発 研究成果展開事業
研究成果最適展開支援プログラム（A－STEP） 25年度 1,690

工学資源学研究科
准教授　足立  高弘

※25年度～29年度分は184,605千円（申請中）

■平成25年度科学研究費助成事業交付決定一覧 （新規採択分） 所属・職については、平成25年10月1日現在

研究種目 研究代表者
（所属・職・氏名）

交付金額（単位：千円）
研究課題名

直接経費 間接経費 計

研究活動スタート支援 工学資源学研究科
助教　趙　旭 1,100 330 1,430

異なる原子拡散現象の複合利用と環境制御による
フラワー状酸化物ナノ構造体の創製

研究活動スタート支援 工学資源学研究科
准教授　山口　誠 1,100 330 1,430

金属オーバーレイヤー・ラマン分光法による
加工変質層における極表面評価

研究活動スタート支援 医学系研究科
教育系補佐員　浅沼　研 1,400 420 1,820 脂質キナーゼ欠損によるがん抑制メカニズムの解明

発令年月日 新配置 旧配置 氏　名

退　職

平成25年8月1日 退職（死亡） 医学系研究科
教授 溝 井　 和 夫

平成25年8月24日 退職（死亡） 工学資源学研究科
教授 加 賀 谷　 誠

採　用　等

平成25年10月1日 新学部創設準備担当
教授 縄 田　 浩 志

平成25年10月1日 新学部創設準備担当
教授 井 上 　 亮

平成25年10月1日 医学部附属病院
教授 寄附講座等教員 佐 藤 　 滋

発令年月日 新配置 旧配置 氏　名

昇　　任

平成25年9月1日 工学資源学研究科
教授

工学資源学研究科
准教授 德 重　 英 信

 ■人事異動情報（平成25年7月2日～10月1日） 【掲載対象は、部局長等・教授以上】

 ■海外渡航【学生の海外派遣事業等】
事業名または経費 所属学部等名・氏名 留学先大学名（国名） 渡航期間

秋田大学学生海外派遣支援事業 教育文化学部　国際言語文化課程　［3年］ 桜井  愛莉 交換留学／ブカレスト大学（ルーマニア） 25.9. ～26.7

秋田大学派遣交換留学生 教育文化学部　国際言語文化課程　［4年］ 竹田  香奈 交換留学／ケミ・トルニオ応用科学大学（フィンランド） 25.8～25.12

秋田大学派遣交換留学生 工学資源学部　生命化学科　［4年］ 飯地  雄大 交換留学／ケミ・トルニオ応用科学大学（フィンランド） 25.8～25.12

秋田大学学生海外短期研修支援事業 教育文化学部　国際言語文化課程　［1年］ 阿部  かなえ ビクトリア大学英語センター（カナダ） 25.9

秋田大学学生海外短期研修支援事業 教育文化学部　国際言語文化課程　［1年］ 有明  侑子 ビクトリア大学英語センター（カナダ） 25.9

秋田大学学生海外短期研修支援事業 工学資源学部　環境応用化学科　［1年］ 佐伯  文哉 ビクトリア大学英語センター（カナダ） 25.9

秋田大学学生海外短期研修支援事業 工学資源学部　電気電子工学科　［1年］ 井上　悠 ビクトリア大学英語センター（カナダ） 25.9

秋田大学学生海外短期研修支援事業 工学資源学部　地球資源学科　［4年］ 氏原　宏 フィリピン大学ディリマン校（フィリピン） 25.7～25.8

秋田大学学生海外短期研修支援事業 工学資源学部　地球資源学科　［4年］ 齋藤  貴明 フィリピン大学ディリマン校（フィリピン） 25.8

秋田大学学生海外短期研修支援事業 工学資源学部　地球資源学科　［4年］ 米田  直人 フィリピン大学ディリマン校（フィリピン） 25.8

秋田大学学生海外短期研修支援事業 教育文化学部　国際言語文化課程　［2年］ 岩渕  秀也 アルベルト・ルドウィグ大学フライブルク〈フライブルク大学〉（ドイツ） 25.8

秋田大学学生海外短期研修支援事業 教育文化学部　国際言語文化課程　［2年］ 千葉  大樹 アルベルト・ルドウィグ大学フライブルク〈フライブルク大学〉（ドイツ） 25.8

秋田大学学生海外短期研修支援事業 教育文化学部　国際言語文化課程　［3年］ 藤原  茉央 アルベルト・ルドウィグ大学フライブルク〈フライブルク大学〉（ドイツ） 25.8

秋田大学学生海外短期研修支援事業 教育文化学部　国際言語文化課程　［3年］ 門岡  奈央 アルベルト・ルドウィグ大学フライブルク〈フライブルク大学〉（ドイツ） 25.8

 ■海外渡航【教職員の外国出張・海外研修】（一カ月以上）
所属・職名・氏名 渡航目的 渡航先国 渡航期間 備　考

国際課　事務職員　宮崎　舞 秋田大学並びに蘭州大学職員相互派遣 中国 25.9.1～25.11.27 研修
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〈催し物〉
平成25年度 第1回 鉱業博物館特別展
「阿仁の絵巻がつむぐ150年前の銅プラント」
江戸時代に阿仁鉱山で行われていた、銅鉱の採掘や粗
銅の生産等の様子が描かれた絵巻を中心に展示する。
●10月1日（火）～12月1日（日）9:00～16:00
●工学資源学研究科附属鉱業博物館
☎018・889・2461
------------------------------------------------------------

鉱業博物館の無料開放
教育・文化週間にちなみ、無料開放を実施。
●11月2日（土）～4日（月）
●工学資源学研究科附属鉱業博物館
☎018・889・2461

------------------------------------------------------------

秋田大学全学駅伝競走大会
男子の部（全10区間／41.6km）、女子の部（全6区
間／14.0km）の2 コースがあり、大学の恒例行事
として健脚を競う。
●11月2日（土）　☎018・889・2255
------------------------------------------------------------

世界の手話を知ろう！
～アジア・アフリカの手話はどんな言葉？～
フィリピンとケニアの手話を中心に、アジア・アフリ
カの手話を使って生活しているろう者の人々の生活
を紹介しながら、世界のろう文化とコミュニケーショ
ンのあり方を考える。
●11月9日（土）9:30～15:10
●秋田大学60周年記念ホール
●参加無料　☎018・889・3003
------------------------------------------------------------

あきた産学官連携フォーラム2013
秋田県内の企業・大学・産業支援機関等が一堂に会
し、先進的な産学連携事例、各機関のこれまでの取
り組み、研究シーズ等を発表・展示する。
●11月26日（火）13:00～17:30
●秋田拠点センター アルヴェ 2階多目的ホール
　（秋田市東通仲町4番1号）
●入場無料　☎018・889・3011
------------------------------------------------------------

産学イブニング・サロンあきた（SESSA）
産（企業）、学（大学）、官（行政）らが集い、切磋（SESSA）
琢磨する交流の場、大学の研究を説明する対話の場
とすることを目的に開催。自由に語らいながら秋田
の未来につながるヒントを探します。

【第20回】●11月28日（木）18:00～20:00
【第21回】●12月26日（木）18:00～20:00
【第22回】●  1月23日（木）18:00～20:00
●秋田大学手形キャンパス 大学会館
●会費1,000円　☎018・889・2712
------------------------------------------------------------

平成25年度　秋大憩いのコンサート
【第38回】●11月30日（土）14:00～
“ロシアより愛をこめて”／チャイコフスキー、ラフマ
ニノフ…ロシアの作品を集めて

【第39回】●12月14日（土）14:00～
“学生によるクリスマス・コンサート”／ピアノ、声楽、
管楽器、合唱

【第40回】●1月26日（日）14:00～
“西洋音楽事始め”／幸田延、滝廉太郎…日本にお
ける初期の洋楽作品を発掘
●秋田大学インフォメーションセンター
●入場無料　☎018・889・2647
------------------------------------------------------------

市民のための夜間天体観察会
●毎月第1土曜日
●教育文化学部天文台（手形キャンパス）
☎018・889・2655
------------------------------------------------------------

イベント&講座・講習会

　

平
成
26
年
４
月
、

秋
田
大
学
は
従
来
の

３
学
部
か
ら
４
学
部

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。今
回
の
特
集
で
は

新
設
さ
れ
る「
国
際
資
源
学
部
」に

つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
た
情
報
を

お
届
け
し
ま
し
た
。
多
彩
な
コ
ー
ス

や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
を
見
る

と
、
海
外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

な
ど
に
興
味
の
あ
る
方
は
わ
く
わ

く
し
て
き
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
ぜ
ひ
秋
田
大
学
の
今
後
に
ご

注
目
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
表
紙
モ
デ
ル
は
10
月
５

日
に
行
わ
れ
た
医
学
部
祭「
秋
医

祭
」で
ミ
ス
秋
医
祭
に
輝
い
た
、
医

学
部
保
健
学
科
1
年
の
三
浦
さ
ん
。

十
代
の
初
々
し
さ
が
初
秋
の
本
道

キ
ャ
ン
パ
ス
の
木
々
に
映
え
、
明
る

く
楽
し
い
撮
影
に
な
り
ま
し
た
。後

ろ
に
見
え
る
の
は
医
学
部
附
属
病

院
の
病
棟
で
す
。
た
だ
今
、
外
来
・

中
央
診
療
棟
の
改
修
工
事
を
行
っ

て
お
り
、大
学
病
院
と
し
て
の
機
能

も
よ
り
一
層
充
実
す
る
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
に
新
し
い
姿
を
お
見
せ
で

き
る
日
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

　

秋
田
市
内
で
も
紅
く
色
づ
い
た

葉
が
ち
ら
ほ
ら
見
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
大
学
祭
や
駅
伝
大
会

な
ど
学
生
主
催
の
行
事
が
続
く
季

節
。
初
め
て
参
加
す
る
学
生
も
、
今

年
が
最
後
と
な
る
学
生
も
全
力
投

球
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
行
く
秋
を
満
喫
し
て
く
だ

さ
い
。（
陽
）

編集
後記

ボクは秋田大学附属図書館マスコッ
トの秋田犬、しゅうと。図書館に棲
んでいるボクが、図書館にまつわる

“あるあるネタ“を教えるワン。

みんなは知ってるかな？附属図書館の蔵書は、秋田
大学の前身である秋田師範学校、秋田青年師範学校、
秋田鉱山専門学校などの旧蔵書を引き継いでいるん
だワン。図書館の蔵書には伝統的に「蔵書印」が押さ
れるんだけど、古い蔵書にはこれら前身校の蔵書印
が押してあるんだワン。特に秋田師範学校は何度も
校名が変わっているから、蔵書印も時期によって違
うんだよ。時には、図書館の蔵書となる前の持ち主
の蔵書印があったりして、図書のたどってきた来歴
がわかって興味が広がるんだよね！皆さんも今度古
い蔵書を読むときには、ぜひ「蔵書印」もチェックし
てみてほしいワン！

「蔵書印」のはなし

しゅうとくんの図書館あるある

秋田鉱山専門学校図書印 秋田大学附属図書館蔵書印秋田県師範学校図書館蔵書印

　

秋
田
県
に
は
、江
戸
時
代
に

栄
え
て
い
た
鉱
山
が
多
数
あ
り

ま
す
。阿
仁
、荒
川
、院
内
な
ど

が
有
名
で
す
が
、中
で
も
阿
仁

鉱
山
で
は
、銅
鉱
石
の
採
掘
か

ら
粗
銅
の
生
産
ま
で
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。鉱
業
博
物
館
が

所
蔵
す
る「
阿
仁
鉱
山 

銅
山

働
方
之
図
」（
１
８
６
４
年
）に

は
、阿
仁
で
行
わ
れ
て
い
た
選

鉱
か
ら
、粗
銅
を
生
産
す
る
ま

で
の
工
程
が
絵
巻
と
し
て
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　

銅
鉱
石
か
ら
銅
を
取
り
出

す
に
は
多
く
の
工
程
が
必
要
で

す
。ま
ず
、阿
仁
鉱
山
の
坑
内

で
採
掘
さ
れ
た
銅
鉱
石
は
地

上
に
運
ば
れ
、人
の
手
で
細
か

く
粉
砕
さ
れ
ま
す
。そ
し
て
水

路
や
鉢
を
使
っ
て
黄
銅
鉱
と
不

用
な
鉱
物
に
選
り
分
け
ら
れ

ま
す
。選
別
さ
れ
た
黄
銅
鉱
は
、

約
30
日
間
釜
の
中
で
焼
い
て
硫

黄
分
を
取
り
除
き
、焼
鉱（
酸

化
鉄
と
酸
化
銅
）に
し
ま
す
。

そ
の
後
、焼
鉱
に
木
炭
と
シ
リ

カ
を
加
え
て
炉
で
加
熱
溶
解

し
、銅
の
部
分（
か
わ
）と
鉄
と

シ
リ
カ
の
混
合
物（
カ
ラ
ミ
＝

鉱
滓
）に
分
け
、銅
の
部
分（
か

わ
）だ
け
を
集
め
て
粗
銅（
純

度
90
％
以
上
）と
し
て
出
荷
し

ま
す
。こ
こ
ま
で
が
、阿
仁
鉱
山

で
行
わ
れ
て
い
た
工
程
で
す
。

　

こ
こ
で
ご
紹
介
す
る
絵
巻
は

ほ
ん
の
一
部
で
す
。平
成
25
年

12
月
１
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
鉱

業
博
物
館
特
別
展「
阿
仁
の
絵

巻
が
つ
む
ぐ
１
５
０
年
前
の
銅

プ
ラ
ン
ト
」で
は
、全
長
８
ｍ
に

も
お
よ
ぶ
絵
巻
全
編
を
公
開

し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

鉱
業
の
歴
史
を
ひ
も
と
く

～
絵
巻
が
語
る
銅
山
の
姿
～

M
ineral Industry M

useum
 of A

kita U
niversity

秋
田
大
学
大
学
院
工
学
資
源
学
研
究
科
附
属

鉱
業
博
物
館

鉱
業
博
物
館
で
は
、国
内
及
び
世
界
各
地
か
ら
産
出
し
た

様
々
な
色
や
形
の
鉱
物
、珍
し
い
岩
石
や
化
石
、そ
し
て
鉱

工
業
に
関
連
し
た
資
料
な
ど
を
多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、今
回
は「
阿
仁
鉱
山 

銅
山
働
方
之
図
」を
ご

紹
介
し
ま
す
。

【鉱業博物館】●開館時間／9時～16時　●休館日／12月26日～翌年1月5日
●入館料／大人100円　※高校生以下無料　●お問い合わせ／☎018-889-2461

「阿仁鉱山　銅山働方之図」（部分）：
絵巻は右から順に、焼鉱と木炭を加熱溶解してカラミを掻き出し、炉床の銅を掻き揚げている。

●
ア
プ
リ
ー
レ
の
由
来

﹁
ア
プ
リ
ー
レ
﹂と
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で﹁
開
く
、
開

け
る
﹂と
い
う
意
味
で
す
。﹁
積
極
的
に
秋
田
大
学

の
窓
を
開
放
す
る
﹂こ
と
を
意
識
し
て
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。




